
て
貰
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
校
友
会
で
は
映
画
部
長
を
務
め
た
。

う
な
存
在
と
な
っ
た
。

自
著
『
自
画
像
』
に
よ
る
と
、
助
教
授
就
任
の
と
き
工
芸
の
教
官
に
「
自
分

が
や
り
た
い
と
思
う
こ
と
を
遠
慮
な
く
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
学
校
に

は
、
科
の
教
育
方
針
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
な
い
か
ら
、
何
で
も
好
き
な
よ
う

に
、
生
徒
が
よ
く
な
る
こ
と
を
ど
し
ど
し
や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
言
わ
れ

た
。
当
時
は
先
生
が
生
徒
の
作
品
に
直
接
手
を
加
え
て
直
す
こ
と
が
教
育
だ
と

思
わ
れ
て
い
た
が
、
豊
周
は
そ
れ
を
せ
ず
、
生
徒
が
花
瓶
の
図
案
を
描
く
と
構

成
の
理
屈
を
説
明
し
、
基
本
に
な
る
考
え
方
を
教
え
た
。
生
徒
に
は
「
こ
の
学

校
は
、
技
術
者
で
な
く
作
家
に
な
る
こ
と
を
教
え
る
所
だ
。
そ
の
見
当
を
間
違

え
て
は
駄
目
だ
。
自
ら
勉
強
の
仕
方
も
違
う
。
美
術
作
家
は
も
っ
と
欲
望
を
も

っ
て
貪
欲
に
何
で
も
知
ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
世
問
に
は
、
学
校
で

教
え
て
く
れ
な
い
も
の
が
一
杯
あ
る
。
生
き
た
社
会
を
生
き
た
目
で
見
る
こ
と

を
覚
え
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
話
し
た
。
「
見
る
」
と
「
読
む
」
と
「
聞

く
」
が
大
事
で
、
そ
れ
以
外
に
文
学
が
必
要
だ
と
し
た
。
こ
の
頃
、
香
取
秀
真

が
生
徒
に
「
た
だ
工
場
へ
行
っ
て
仕
事
を
し
て
、
鋳
金
が
出
来
た
だ
け
で
は
駄

目
だ
。
自
分
で
詠
ま
な
い
ま
で
も
、
万
葉
集
か
ら
古
今
、
新
古
今
ぐ
ら
い
ず
っ

と
読
む
だ
け
の
興
味
と
理
解
が
な
い
よ
う
な
奴
に
は
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な

い
」
と
詩
情
、
詩
精
神
の
必
要
性
を
説
い
た
が
、
豊
周
は
こ
れ
に
共
感
し
、
広

く
「
文
学
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
豊
周
は
「
文
学
、
音
楽
、
劇
、
活
動
写

真
な
ど
は
遊
び
の
よ
う
だ
が
、
自
然
に
簑
わ
れ
て
い
く
情
操
が
自
分
の
制
作
の

根
本
に
な
る
。
活
動
写
真
は
生
活
に
直
接
関
係
の
あ
る
工
芸
を
作
る
の
に
非
常

に
参
考
に
な
る
」
と
話
し
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
先
生
は
少
な
か
っ
た
か
ら
、

生
徒
は
喜
ん
だ
。
金
工
科
の
生
徒
は
卒
業
制
作
の
図
案
で
も
、
み
な
豊
周
に
見

大
正
十
五
年
十
一
月
十
二
日

東
京
美
術
学
校
長

正
木
直
彦

（「
琵
十
職
員
関
係
書
類
咤
初
」
）

田
中
豊
蔵
の
起
用

大
正
十
五
年
四
月
、
田
中
豊
蔵
が
講
師
（
中
央
亜
細
亜
美
術
史
授
業
担
当
）

を
嘱
託
さ
れ
た
。
田
中
は
明
治
十
四
年
京
都
市
に
生
ま
れ
、
同
四
十
一
年
東
京

帝
国
大
学
文
科
大
学
文
学
科
（
支
那
文
学
専
攻
）
を
卒
業
。
同
四
十
五
年
六
月

以
降
大
正
十
年
三
月
ま
で
『
国
華
』
の
編
集
に
従
事
し
、
ま
た
、
大
正
九
年
ニ

月
以
降
は
文
部
省
の
古
社
寺
保
存
計
画
調
査
嘱
託
を
、
同
十
年
四
月
以
降
は
殷

応
義
塾
大
学
文
学
部
講
師
（
東
洋
美
術
史
講
義
担
当
）
を
つ
と
め
て
い
た
。

⑥

正
木
直
彦
校
長
の
勲
章
受
領

大
正
十
五
年
十
一
月
、
正
木
直
彦
は
ベ
ル
ギ
ー
国
王
よ
り
勲
章

G
r
a
n
d

0
f
f
i
c
i
e
r
 
d
e
 l'O
r
d
r
e
 d
e
 
L
e
o
p
o
l
d

を
贈
さ
れ
た
。
叙
勲
の
理
由
は

次
の
文
書
の
と
お
り
で
あ
る
。

叙
動
き
フ
レ
タ
ル
理
由
書

今
般
小
官
儀
白
耳
義
國
ョ
リ
「
グ
ラ
ン

、
オ
フ
ヰ
シ
ェ
ー
、
ド
、

ル
、
ド
、
レ
オ
ボ
ー
ル
ニ
世
」
動
章
ヲ
下
賜
セ
ラ
レ
候
慮
右
ハ
銃
二
同
國
ル

ー
ヴ
ァ
ン
大
學
並
二
同
大
學
図
書
館
復
興
ノ
計
霊
宜
行
二
際
シ
小
官
モ
其
委

員
ノ
一
人
タ
ル
コ
ト
ヲ
嘱
託
セ
ラ
レ
同
図
書
館
ノ
為
二
図
書
ノ
蒐
集
ヲ
謀
リ

聯
力
微
カ
ヲ
致
シ
斡
旋
ス
ル
所
有
之
候
ヲ
以
テ
恐
ク
ハ
其
努
ヲ
認
メ
ラ
レ
叙

動
相
成
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
思
料
致
候
也

従
＝―
-
位
動
二
等

⑤
 

に

ロ
ル
ド
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